
賴成光寿会月刊会報 平成２６年４月号 (２００５年４月１日創刊) 通算第１０９号 発行 賴成光寿会

平
成
二
十
六
年
度

賴
成
光
寿
会
総
会

新
た
な
る
半
世
紀
へ
の
門
出

平
成
二
十
六
年
度
光

寿
会
定
期
総
会
が
、
三
月

十
一
日
い
か
る
ぎ
館
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

創
設
以
来
五
十
年
の
歴

史
を
踏
ま
え
て
、
今
年
度

は
新
た
な
半
世
紀
目
へ
の

門
出
の
年
と
な
り
ま
す
。

常
会
選
出
の
委
員
の
一

部
に
交
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、
会
長
の
林
孝
行
さ
ん
以

下
執
行
部
の
顔
ぶ
れ
は
前
年
度
通
り
で
、
今
年
度
は
手

慣
れ
た
会
務
運
営
が
行
わ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
た
新
た
に
六
人
の
新
会
員
を
迎
え
、
会
員
総
数
百

八
十
七
人
、
県
内
随
一
の
加
入
率
を
誇
る
光
寿
会
の
ま

す
ま
す
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
平
成
二
十
六
年
度
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
た
役
員
の
方
々
の
ご
苦
労
に
心
か
ら
感
謝

す
る
と
共
に
、
新
役
員
の
方
々
の
ご
健
闘
を
期
待
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
新
役
員
・
新
会
員(

名
簿
は
二
面
に
掲

載)

は
別
記
の
通
り
で
す
。

総
会
で
は
二
十
五
年
度
事
業
・
決
算
が
承
認
さ
れ
た

発行 頼成光寿会

第１０９号

林
会
長
の
挨
拶

あ
と
、
慶
弔
費
十
六

万
円
な
ど
総
額
五
十

五
万
円
余
の
二
十
六

年
度
予
算
と
事
業
が

原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

事
業
で
は
、
日
帰

り
お
楽
し
み
会
（
六

月
）
秋
の
一
泊
旅
行

（
十
月
）
ペ
タ
ン
ク

大
会
（
九
月
）
な
ど

の
ほ
か
、
月
刊
広
報

刊
行
、
生
き
生
き
ふ

れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
ら

ん
じ
ょ
浮
世
亭
」
な

ど
の
事
業
が
継
続
実

施
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
懇
親
会
に
移
り
和

や
か
に
歓
談
し
、
お

わ
り
に
林
孝
一
元
会

長
の
発
声
で
高
ら
か

に
万
歳
三
唱
を
し
て

閉
会
し
ま
し
た
。

光寿光寿
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光
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史
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史
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議長に北條蘇春さんを選出して慎重審議



御
忌
・
追
悼

会
営
ま
れ
る

御
忌
の
法
要
が
三
月

九
日
九
時
半
よ
り
い
か

る
ぎ
館
に
お
い
て
営
ま

れ
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
て
多

数
の
地
区
民
が
参
加
、

西
慶
寺
、
常
称
寺
、

南
桂
寺
各
住
職
さ
ん

と
と
も
に
一
同
で
正
信

偈
を
お
唱
え
し
ま
し

た
。午

後
は
今
年
お
亡

く
な
り
に
な
っ
た
永
森

文
夫
様(

仁
愛
院
釋
文

夫)

、
林
孝
進
様(

釋
達

空)

の
在
り
し
日
の
遺

徳
を
し
の
ぶ
追
悼
の
法

会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
当
番
は
正

覚
常
会
で
し
た
。

平成2６年度 光寿会新入会員

光寿会は今年度新たに６名の新会員を迎えました。
これで会員総数は昨年度より１人増の１８７人とな
りました。
坂東 弘子 坂 東 開田 道子 西川原
八田 一郎 正 覚 八田 眞三 正 覚
林 秀和 公文名 林 紀子 公文名

延
喜
式
内
林
神
社
春
季
祭
礼
・
鎮
火
祭

三
月
十
六
日
、
肌
寒
い
風
の
吹
く
生
憎
の
天
候
で
し
た

が
、
氏
子
三
十
人
余
り
が
参
集
し
て
齋
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
、
宮
委
員
の
方
々
に
は
朝
か
ら
境
内
を
浄
め
る
な

ど
の
奉
仕
を
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
宮
司
様
か
ら
昨
年
行
わ
れ
た
第
六
十
二
回
の

伊
勢
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛
の

寄
付
が

全
国
で
富
山
県
が
第
一
位
、
そ
の
中
で
も
砺
波
市
が
ト
ッ
プ

だ
っ
た
と
の
お
話
が
あ
り
、
こ
の
地
域
が
崇
仏
の
心
と
と

も
に
、
敬
神
の
念
に
お
い
て
も
ま
た
極
め
て
篤
い
こ
と
が

伺
わ
れ
た
い
へ
ん
誇
ら
し
く
思
い
ま
し
た
。

今月は「身
の回りの安全
を考える」を
テーマに、Ｄ

ＶＤ二本を見た後、席亭と三門明さんの掛け
合いで「還付金があります」という寸劇があ
りました。県内で実際に起きた還付金詐欺の
やりとりを県警がシナリオ化したもので、ぶ
っつけ本番で台本を見ながらのドタバタ寸劇
でしたが、だま
されるポイント
だけはしっかり
と押さえること
が出来たようで
す。

午後は仏説観
無量寿経の書写
最終回で、約４
年間３０回にわたって書き続けてきた無量寿
経全巻の書写を終えました。
次回は４月１７日(木) お花見昼食会です。詳細

は別紙参照。第三水曜日ではありませんのでご注
意ください。

強
度
の
聴
覚
障
害
を
抱
え
な
が
ら
被
災
地
の
た

め
に
と
素
晴
ら
し
い
交
響
曲
を
作
り
、
ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
の
再
来
か
と
言
わ
れ
た
佐
村
河
内
守
氏
が
、

実
は
と
ん
で
も
な
い
食
わ
せ
物
だ
っ
た
と
い
う
出

来
事
は
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

そ
れ
に
も
ま
し
て
世
紀
の
大
発
見
と
世
界
中
の

注
目
を
浴
び
た
万
能
細
胞
の
小
保
方
晴
子
さ
ん
の
論
文
の

杜
撰
さ
が
問
題
化
、
そ
の
信
憑
性
に
疑
惑
の
声
が
あ
が
り

始
め
た
の
は
さ
ら
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

論
文
が
世
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
科
学
誌
ネ
イ
チ
ュ
ア

に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
や
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
著
名
な
教

授
が
論
文
の
共
著
者
に
名
を
連
ね
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

当
初
誰
一
人
疑
う
者
も
な
く
、
割
烹
着
の
若
い
女
性
科
学

者
は
一
躍
世
界
の
人
に
な
っ
た
観
が
あ
り
ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
彼
女
の
研
究
が
全
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は

な
い
よ
う
で
す
が
、
余
り
に
も
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
デ

ビ
ュ
ー
だ
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
気
に
な

り
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
彼
女
の
所
属
す
る
理
研
が
、

我
が
国
の
最
先
端
を
行
く
研
究
機
関
で
あ
る
だ
け
に
、
こ

の
こ
と
が
日
本
の
科
学
研
究
全
体
に
対
す
る
人
び
と
の
尊

敬
と
信
頼
を
失
う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。

いかるぎ

四
月
二
日
（
水
）
か
ら
毎
週
水
・
土
曜
日
の

午
後
一
時
半
よ
り
い
か
る
ぎ
館
裏
に
て

老
化
と
ボ
ケ
の
予
防
、
ル
ー
ル
は
か
ん

た
ん
、
楽
し
さ
ま
ん
た
ん
。
初
心
者
歓
迎

み
ん
な
で
気
軽
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
二
十
五
年
度
物
故
会
員

(
享
年
は
数
え
年)

林

正
之
様

善
導平

成
二
十
五
年
八
月
二
十
五
日

八
十
八
歳

永
森

文
夫
様

公
文
名

平
成
二
十
五
年
十
月
七
日

八
十
八
歳

林

孝
進
様

善
導平

成
二
十
五
年
十
二
月
七
日

八
十
三
歳

八
田
十
三
子
様

公
文
名

平
成
二
十
六
年
一
月
三
十
日

九
十
二
歳

林

ゆ
き
様

善
導平

成
二
十
六
年
二
月
二
十
一
日

九
十
六
歳

改
め
て
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

四
月
十
七
日
（
木
曜
日
）

お
花
見
昼
食
会

お
花
見
昼
食
会

や
ま
ぶ
き
荘

会
費
千
五
百
円

花
見
昼
食
・
入
浴
。
団
ら
ん

日程など詳細は申

込み用紙付きチラ

シご覧ください

記
念
講
演

講
師

砺
波
市
議
会
議
員

村
岡

修
一
氏

「

高
齢
化
社
会
を
迎
え
る
中
で
、

住
み
暮
ら
せ
る
地
域
作
り
に
つ
い
て

」

般
若
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー


